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オオムギのウドシコ病に対する抵抗性の遺伝に関する研史は少くなやが，なかでも， F. N. Briggs 
およびその共同研究者 (E.H. Stanford. E. A. Favretおよび C.W. Schaller)らによってな
された，アメリカの race3仁対する，抵抗性の遺伝に関する一連の研坑は最も注目すべきものであ
る.
Briggs (1935)および Briggs& Barry (1937)は， Hanna および Goldfoilはウドンコ病仁
対する抵抗性仁おいて，非抵抗性品種 Atlasと1遺伝子差であり，非抵抗性は不完全優性であ
るとした.そして， Hannaの遺伝子と Goldfoilのそれは互に独立の遺伝をするから， 2つの遺伝





はHannaの遺伝子H および Goldfoi1の遺伝子 Gとは独立の遺伝をすることを明らか仁した.
Briggs & Stanford (1938)仁よれば， Algerlanの撞伝.子 Mla，および Kwanの遺伝子Mld土
H加 na，Goldfoi1， Chinerme. Nigrateおよび ArlingtonAwnlessのどの遺伝子とも異なったも
のである.Mla，と地'lc{士連鎖し，その組換価l土9.81土4.78%であった.Mla，と短毛底刺の遺伝子
との関口士連鎖は認められなかった.なお， HannaおよびGoldfoi1の遺伝子を， それぞれ Mらおよ
びMlo}:.改め， Chinerme， Nigrateおよび ArlingtonAwnlessのそれぞれ2つの遺伝子を Ml"
および MII とした.Stanford & Briggs (1940)は Psaknonの抵抗性は1つの優性遺伝子仁
よるもので，この遺伝子は Mlh.Mlø• Mla， および Mんとは異なったものであるからー Mlpとした.
Chinerme. Nigrateおよび ArlingtonAwnlessはそれぞれ1つは Mlpと相同の遺伝子を持っ
ていることがわかり， MIgをMlp 仁置き換えた.また，Duplex仁は3つの遺伝子があり， その遺
伝子構成は Ml"Ml" Mlp Mlp m1.s ml"である.ml" (日lplexの劣性遺伝子〉は Ml"あるい
はMlp のどちらかと連鎖していることを推論した.Briggs & Stanford (1943)はGoldfoi1の遺
伝子 M1oは第 IV連鎖群仁属する三叉苦の遺伝子 K および青色糊粉屠の遺伝子 Blと連鎖
し，その組換価はそれぞれ 18.77土2.33%および 26.31土5.05%であり，その配列順序は Bl-K-




Vallega & Favret (1947)はMonteCristoおよびNigrateのアルゼγチツの raceArg. 1に
対する抵抗性の遺伝を研究し. Monte Cristoの抵抗性はIつの便性遺伝子 Oi耐じよるもので. 
あり'.Nigrateのそれは1つの劣性遺伝子 01 仁よると左を明らか仁した. また， Monte Cristo 
の Arg.2に対する抵抗性遺伝子は Arg.1仁対す5遺伝子 oi耐と同じものであるくFavret
1947)..さらに， Favret (1949a， b)はアメリカの race3仁対する抵抗性の遺伝子を研究した.
すなわち， Monte Cristoおよび EngledowIndiaの race3に対する抵抗性遺伝子は Arg.1
および Arg.2に対する遺伝子α耐と同じ遺伝子であることを明らか仁し，Oi耐を Mらと改め
た.Ml"， はBriggsが報告した Nigrateの2つの遺伝子 Mlpあるいは MらのEちらかと連鎖して
いる.West Chinaの抵抗性は1つの劣性遺伝子仁よるもので，この遺伝子を m1wとした.Gopal 
の抵抗性仁は，おそらく， 2つの主遺伝子が関与し，これらは15-20%の組換価をもって連鎖してい
るであろう.West Chinaの抵抗性と黒色頴，また， Gopalの抵抗性と黒色頴および条性の閉口士
連鎖は認められなかった.Schaller & Briggs' (1955)はBlackRussianの主遺伝子が Algerian
の遺伝子 Mla， と複対立遺伝子であることを明らか仁し，この遺伝子を Mla，!どした.Ml"，! とWP•
ml"および Mllcl士連鎖し，その組換価はそれぞれ41.5土2.7%，17.5土1.8%および10.4土2.81%
である.そして，これらの遺伝子の配列順序は Mlk.-Ml(1，~-ml(j-Mらである.
Hiura & Heta (1955)は170のオオムギ品種を日本の11のウドツコ病菌の racesに対する抵
抗反応仁よって.20の抵抗型仁グルーブし，各グルーブ仁属する品種の抵抗性遺伝子を分析した.
すなわち，グルー プIから Mh(H. s."なrum)，M'g (Algerian). Ml10 (Black Russian) :ld 
-15ー (15) 
上ぴ Mllll(ロジヤ81号〉の4つの遺伝予が同定された，そして，Mit ど M7~， MゐどMl10 およ
びM1t.t3 MllOの組換価はそれぞれ0%，0%および9.6土3.4%であった.他方， AtIas 46およ
びWeibetlstephaner、Iの遺伝子は Mltどはそれぞれ独立であった(日浦，部回，赤堀1956b). 
グル...12からは Ml&(Nigrinudum)および Ml12(Kwan)が， またi グ)~-"1 4 からはMl]j
ぐロジヤ74号)，グルー プ5からは M1u(A.222)お土び ZZ1stの遺伝子， グ)"~ブ 6 から
はMl15(Itanna)が，それぞれ同定された.Mlu t ZZ 1stの遺伝子は連鎖し，その組換価は
29;2土2.8%であった〈日浦， 部困 1957a).グルー プ7からは M17(中泉在来〉むよび Mls
(Colse路〉が，また，グルー プ11からはMら(H.E. S.のがそれぞれ同定された.Ml1 t:Ml.は
23.3土2.8::~の組換価をもって連鎖してひることが明らかにされた(日浦， 都困，赤堀1956'a).
グルー プ12に属する六角ジパリー からは2つの遺伝子が分離されたが，その中の1つである穴角ジパ
リー 1の遺伝子は Mらと相同であった.六角ジパリー 1の遺伝子.(Mら〉と六角ジパリー 2の遺
伝子， また，六角ジパリー 2の遺伝子と Ml1(中泉在来〉はそれぞれ連鎖し，その組換価は，そ
れぞれ44.2土1.7%および26.4土4.0%であった.同じグルー ブの細麦からも2つの遺伝子が分離






の1つは M1s(H. E. S. 4)ι 他の1つは MIUσIanna)とそれぞれ相同であった. グル-1
16からは Ml17(Monte Cristoうが，また，グルー ブ17からは Ml3(Goldfoil)，グルー プ18から
はMl}j(N福間te)，グルー プ20からは Ml， (改良坊主麦〉がモれぞれ同定された..グルー プ19
に属する CheV'ronの遺伝子は Ml15(Hanna)と相同であった〈日浦，都田1957a). 
上に述べた日浦，部同の研買は，それぞれのグルー ブ仁ついての実験結果であるが， 異なったグル
】ブ仁属する遺伝子聞の関係を見ると，Mlt (H. s. nigrum)とM15(H. E. S. 4)は複対立遺
伝子であり，M1sとMl1(中泉在来)I士連鎖し， その組換価は8.0土0.8%であった.Ml， (改
良坊主車〉 はー Mllおよび M と々は独立の遺伝をすることが明らかlこされた〈日浦，都国 1954).
なお，M匂(Colsess)仁ついて再実験を行った結巣， 口ジヤ12号および六角ジパリー 2の遺伝子
はM'aと相同であることが確認された. そして， Mls (H. E. S. 4)とMls(ロジヤ12号〉の組
換価は44.6士1，4%;Ml7 (中泉在来〉と M1Sのそれは22.7土2.6%と改められた， これら3:>; 
の遺伝子の配列順序は Mls-Ml7-M1Sど推定された〈日浦，都田 19.57t). 
以上位 Briggsらおよび箸者らの研究の栂要であるが'.このほか仁， Bi任enは1907年仁， すで
仁，Horゐutnsp開 tan側 m (Koch)の抵抗性は単性雑種の分離をし，抵抗性は劣性であることを
観察した.四etz& Murphy (1930)はGoldfoilのrace4仁対する抵抗性仁は1つの遺伝子
が関与し， 抵抗性は劣性であるとした. Tidd (1937 a， b)仁よれば，.Hanna， Goldfoil;および
Arequipaのrace6仁対する抵抗性の主遺伝子は1つである.そして.Hannaおよび Goldfoi1 
の抵抗性は不完全優性であるが，.Arequipaの中等の抵抗性は優性である.Goldfoilの抵抗性と




(l9s1 ， 1934)ぽPflug'sI~tensiv: .([) :race. A.仁対する抵抗性の主遺伝子は1つであるがI 15 
...250Cの散光下と 25-350Cの直射光下で接種を行うわ・前者では抵抗性ホモ個体とヘテロ個
体は区別できるが， 後者では区別できないことを報告している.さら仁， Honecker (1942)はドイ
ツで発見された9つの rac自に対する抵抗性の遺伝を研究し， Pflug's IntensivのraceA 仁
対する抵抗性遺伝子を A，Ragusa bのracesAおよびB仁対する遺伝子を B，CP 10321の
race D仁対するそれをdとした.また，抵抗性の程度に影響をおよほす変更遺伝子として，n，pl， 
h および h などを報告している. Hoffmann & Kuckuck (1938)は， ドイツの racesA およ
び.B仁対して中等の抵抗性を示す群益と非抵抗性品種とを交雑した民仁おいて，群益より明らか
に抵抗性を増大したものが3.17%あるととを観察し， 日本の品種の抵抗性は数個の劣性遺伝子仁
よって影響されるととを推論した.また，Hurdeum spontan柑 m nigrumの抵抗性は Nepalのl
品種と交雑した場合t3: 1の分離を示し，抵抗性は優性であるが，その他の非抵抗性品種と交
雑した場合は1つの優性遺伝子のほか仁，多数の変更遺伝子(Nebengene)が予想される結果を
得た.Freisleben & Metzger (1942)はrac田 AおよびD仁対する Weihenstephaner. CP 
127422の抵抗性遺伝子を Eらとし，E'dlJ ~土第 IV 連鎖群に属する三叉できの遺伝子 K~連鎖
し，その組換価は16%であることを明らかにした.Jensen (1951)はrace4仁対する Goldfoi1




飽号 蓮鎖群と座位 週E惇子が問定さtJ;た品種 研 究 者
Ml" Hanna. Duplex. 
Mlg N 18.8-K. 26.3-Bl Goldfoil 
Briggs 1935 
Briggs & Barry 1937 .
Briggs & Stanford 1943 
Arlington. Chinerme. Nigrate Briggs 1938 
Kwan Briggs & Stanford 1938 
Algerian. S. P. 1. 45492 Briggs & Stanford 1938 
ルfl"
Mltc I 9.8-Mla. 
M1a. 1 Mla.~ と複対立
Mla.~ 1 10.4-Mlt.41.5-M11J Black Russian 
_ml.J 1 17.5-Mla.~. 12.1-ot Duplex 
Schaller & Briggs 1955 
Stanford & Briggs 1940. 
Briggs 1945 
Ml" 1 16.4_/". 36.7-ot Psaknon. Arlington. Chinerme. 




Monte Cristo. Engledow lndia Favret 1949 
West China Favret 1949 
.!，Nigrate Vallega & Favret 1947 




Ragusa b Honecker 1942 
Weihenstephaner C P 10321 Honecker 1942 


















































Hanna C. 1. 906 
Psaknon C. 1. 6305 
Monte Cristo C. 1. 1017 
Nigrate C. 1. 2444 
宅手
??????????????????
H. s. nigrum 
Goldfoi1 C. 1. 928 
改良坊




Algerian C. 1. 1179 
Black Russian C. 1. 2202 
ロシヤ 81 号









示す. しかし， races IV， VI および IX仁対しては抵抗性遺伝子 M13ただ1つが関与し，非
抵抗性品種と交雑したむでは 3:1の分離をするが， 空白とした races1およびVに対しては
M'3のほかに，もう lつの遺伝子が関与することが明らか仁されている.






1. 1016， Hanna C. I. 906および PsaknonC. I. 6305は Briggsらによって，また， Monte 












第 2表で明らかなよう仁， Goldfoil および口ジヤ12号の racesIVおよびVIに対する抵抗性はそ
れぞれ単遺伝子の伯きであるから， Goldfoi1xロジヤ 12号の Fzにこれらの racesを接種すると，
15 : 1の分離が期待できる.Algerian x Black Russianにおいては， このような目的に供試できる
raceは raceIXだけであるく第2表). 抵抗性品種を相互仁交雑した Fzにおいては，表現型





は races1， IVおよび VItl土抵抗性を示すが， race IX仁は非抵抗性である.これと反対に，
HannaはraceIX仁は抵抗性であるが， races 1， IVおよびVI仁は非抵抗性である.それゆえ，
ロジヤ 12号xHannaのFz仁races1， IV， VIあるいは IXのどのraceを接種しても，抵抗性
と非抵抗性は3:1の分離を示し， 2つの遺伝子聞の連鎖関係を知ることができない.このような場
合は，つぎの方法仁よって実験した. すなわち，第1図仁示したように，被検定植物の第1葉の上
半分仁薄い和紙袋を被せ，まず， race 1を接種する.16ー 180C仁24時間保った後紙袋を取り
去り， さら仁2日経過後， race IXを再び接種する.そうすると， ロシヤ 12号 (MωxHanna
(Ml1S)の Fz仁おいては， はじめ仁 ml8Mhsおよび mゐmltsの遺伝子型を持った個体の下半
分だけ仁 race1の病斑が現われる.Race 1の病斑が現われてから3日後仁，第2回目仁接種し
た， race IXの病斑が MI8mllSおよび ml8ml15の遺伝子型を持った個体の全身仁現われる.



























































































































































の遺伝子を持つ品種を交雑した F2仁おいて， 二重劣性個体は勿論， 上位遺伝子を持った個体
札接種結巣仁よって，区別できる.この場合は F3試験仁よって，連鎖に関するより正確な結果
が期待できる.その方法を H.$.， ni~x Kwanの場合を例仁とって説明すると， H. $. nigrum 
の抵抗性遺伝子 Ml1は raceIXに対して高度の抵抗性を示し， ヘテロ仁なっても， ホモの場
合と同程度の抵抗挫を示す.他方， Kwanの遺伝子 MI12はraceIX仁対して“2"程度仁
感染する.そして， MltはMl12に対して上位であるから， H. $. nigrumxKwanのむ仁 race
IXを接種すると，高度の抵抗性 (R)と中等の抵抗性 (M)およびリ病性 (S)の3つの階級
仁区別できる.そして， R (Mh Ml12+MZt ml12) : M (mlt Ml12) + S (mll ml12)は3:1の
分離をするはずである.このむにおいて M typeを示した個体の F3試験を行えば， M112につい
て，ホモ系統とヘテロ系統が区別できる.ホモ系統とヘテ日系統の数がわかれば， Mlt ~ Ml12の速
鎖関係が明らかζなる.組換価Plip=五号T(Immer & Henderson附〉仁よって計算
した. ただし， 1 は抵抗性ホモ系統の数， mは抵抗性ヘテロ系統の数である.ここで報告する逮鎖
仁関する F3試験は，すべて上述の方法で実験した.
果
Ml1 (H. 8. niArum)と被対立の遺伝子 H. E. S. 4の遺伝子 Mlsおよび Algerianの
遺伝子 MlgはMlt~複対立遺伝子であった. ところが， Black Russianの遺伝子Ml10は
Mllと9.6%の組換価をもって連鎖してやるが，Mらとは複対立遺伝子であった. この矛盾を追
賀するため仁， H. s. nigrwn x Algerianのむについて，また， H. $. nigrum x Black Russian 
お上び Algerianx Black Russianのむおよび F3仁ついて追試した. また， Monte Cristo， 
Nigrateおよび A.222もそれぞれ Mltと複対立の遺伝子を持っていることが明らか仁なった.
F2試験:f. s. nigrum (MZt)， H. E. S. 4 (Mls)あるいは A1gerian(Mlg)とBlack
Russian (Mlto)， A. 222 (Mlt.)， Monte Cristo (Ml17)あるいは Nigrate(Mll1})どを交雑

































?????H. 1. nigrun・(0)x Algerian (0) 
H. 1. nigrum (0) x Black Russian (0-1) 
Algerian (0) x Black Russian (0-1) 
H. 1. nigrum (0) x Monte Cristo (0) 
H. 1. nigrum (0) x Monte Cristo (1-2) 
Algerian (0) x Monte Cristo (0) 
H.ιnigrum (0) x Nigrate (0) 
H. E. S. 4 (0) x A. 222(0-1) 
(21) -21-
れた taceが異なっているのは， 実験方法で述べたようι それぞれの交雑の親品種の抵抗怪誠接
種された race仁対して， ，3: 1 .の分離をする raceを棋試したからである.
第3表の 1I.s. nigrum x Algerian， H. s. nigrum x Black RussianおよびAlgerianx Bhlck 
Russian ・の結果は第8報〈日浦，都田，赤堀 1956b)'で報告じた結果とその後の追試で得た
結果との合計である'.H. S" nig;uln x Black Russian'では， .2つの非抵抗性個体 (S)が緩察





2個体が M type (，こ入れられるものであるとすると， 第3表仁示したよう仁. c!::の交雑においても
二重劣性個体 (S:type)は分離していなし，'.
F3試験:H. s. nigrumおよび Algerianは rac8'lXに対して高度の抵抗性 (R)を
示すが.Black Russian はraceIX仁わずか仁忠染 (M)するから，前2者左後者は大体区別
できるLまた， Monte Cristo 1 raee IV仁“1-2"程度 (M)仁感染するから，この race仁
対しては高度の抵抗性である H.s. nigrumと確実仁区別できる.それで.H. s. ，nigrum x Black 
Russianおよび Algerianx Black RussianのF2仁 raceIXを接種した結果から また，H. 
s. nigrunx Monte Cristoのむに raceIVを接種した結果から，それぞれ RtypeとMtype 
を判別し，これら M typeを示したものの中から任意仁左った個体の白仁 raceIXを接種し
た.結果は第4表仁示したように，どの交雑においても， すべての系統が抵抗性ホモであった.
第 4表 下記交維の F2仁おいて Mtypeを示した個体の FsにracelXを接種した結果
接種 Fsにおける観察系統数事E 雑 race 抵抗ホモ ，、テロ 非抵抗ホモ 昔十
H. s. nigrum x Black Russian 1x 124 。 。 124 
Algeril1n )( Black Russian K 136 。 。 1~6 
H. ，. m'grum x Monte Cristo 1 102 。 。 102 
第3表を見ると，H. s. nigrumx Monte Cristo仁raceIVを接種した場合t，R (H. s. 
n訟rumtype) : M (Monte Cristo type)は3:1の分離をしている (P=0.5-0.3).しかし，
H. s. nigrum x Black Russianおよび Algerianx Black Russian仁おいてはR(H. s. nigrum 
type) : M (Black Russian type)および R(Algerian type) : M (Black Russian type) 
の3:1仁対する適合度はやや低い (Pはそれぞれ 0.02-0.01および0.1-0.白).これは6lack
RussianはraceIX仁“0-1"程度にしか感染しないのもしばしl;rH. s. nigrum type.あるい
は A]geriantype l:.区別できなW図体があるたbである.しかし， Black Russianはヘテ口仁なる
と“1-2"程度仁感染するから，本来は BlackRussian typeのものでありながら，H. s. nigrum 
typeあるいは Algeriantypeと区別できなかった個体があるとすれば.それは BlackRussianの
遺伝子をホモ仁持った個体と見て間違いなし;¥.それゆえ， Blaek Russian typeを確実仁区別でき
たとしても， F3試験において，ヘテ日系統が見出される可能性はほ左んどなοι思われる・
以上のように， Fzおよび F3試験の結果から" Mlg (Algerian)， Mlto (Black 1<ussian)， 
(22) -22ー
Ml14 (A. 222)， MI17 (Monte Cristo)および Ml1S(Nigrate)はMh(H. s. nigrum)と複
対立の遺伝子か，あるいは極めて密接仁連鎖しているものと，思われる.そして，本実験の結巣では，
H. s. nigru"l x Black Russianの場合を除くと， F2仁おいては非抵抗性個体は分離し:なかった.
また， 1部の交雑の F3仁おいてもヘテロ系統は見出きれなかったから， ここでは，上述の抵抗性遺
伝子は Mむと複対立遺伝子としておきたい.
なお，H. s. nigrum x Black RussianのF2仁おいては，誤認された2個体のほかにも， Black 
Russianよりかなりよく感染した個体が認められた. また， F3試験仁おいても， 完全な非抵抗性
個体が分離した系統は認められなかったが.Black Russian .1::同程度の抵抗性を示すものから，か




h試験仁おいて， 完全な非抵抗性個体は認められなかったから， ここでは一応，Black Russian 
の主遺伝子Ml10もMi}と複対立の遺伝子としておきたい.
MIJくH.s. nigrum)と連鎖Lた遺伝子 Ml7 (中泉在来〕 および Mls(ロシヤ 12号〉が
Mi}と連鎖していることはすでに報告した(目浦， 部国 1954.日浦， 部回， 赤堀 1956a). 
Ml& (Nigrinudum)および MI12(Kwan)もMi}と連鎖していることが明らかになった.
F2試験:Nigrinudum (Mω および Kwan (MI12JとH.s. nigrum (MlI)， および
Mllど複対立の遺伝子を持った品種どを交雑した F2仁races1あるいは IXを接種した結果は
第5表 M1.くH.t. trigrum)とMle(Nigrinudum)および MlJ2(Kwan)のLにおItる連鎖
F.fCおけa
観察個体数 X! 
R M S 
接種 項 日 P 手E雑および親品種の感染程度 race 
H. t. nigrum (0) x Nigrinudum (1-2) 1 観 署員 数 854 2∞ 49 
12: 3 : 1として 827 207 69 6.915 .05-.02 
p=O.422として 827 227 49 4.093 .2-.1 
H. E. S. 4 (0) x Nigrinudun (1-2) 1 観 重量 数 223 56 11 
12: 3 : 1として 218 54 18 2.911 .3-.2 
p=0.390として 218 61 11 0.524 .8-.7 
H. s. nigrum (0) x Kwan (2) 1x 観 察 数 687 212 2 
12: 3: 1としで 676 169 56 極大 経イ、
p=0.094として 676 223 2 0.722 .7-.5 
H. E. S. 4 (0) x Kwan (1-2) 観 事畏 数 671 202 。
Algerian (0) xKwan (2) 1x 規 事実 数 874 301 2 
12: 3: 1として 883 221 73 極大 極小
p=0.082として 883 292 2 0.369 .9-.8 
Black Russian (0-1) x Kwan (2) 1x 観 望長 数 663 335 。
Monte Cristo (0) x Kwan (2) 1x 観 空襲 数 1820 611 。
A. 222 (0-1) X"C1:，tャ 12号 (1) I 観 察 数 858 268 62 
15 : 1 ;!: L. "c 1114 74 2.156 .2-.1 
-23ー (23) 
第5表の遁りである.
H. s. nigrumおよび H.E. S. 4 lirace 1仁高度の抵抗性を示し，ヘテロ仁なっても，ホモの
場合と同程度，あるいはほとんE同程度の抵抗性を示す.他方， Nigrinudum li“1-2"程度仁
感染するから，前2者と後者は感染程度仁よって区別できる.それで，I1. s. nigrum x Nigrinudum 
および H.E. S. 4 x Nigrinudumのむにおいては， それぞれの交雑に関係している， 2つの遺伝子
が独立であれば， Mlt (H. s. nigrum)および M15(H. E. S. 4)はMlo(Nigrinudum)仁
対し上位であるから， R (H. s. nigrum typeあるいは H.E. S. 4 type) : M (Nigrinudum 
type) : S (非抵抗性)は 12:3 : 1の分離をするはずである.観察結果は第5表のように，H. s. 
nigrumx Nigrinudumでは R:M:Sの 12:3 : 1仁対する適合度はやや低l'.R: (M+S) 




H. E. S. 4 x Nigrinudumでは R:M:Sは12:3 : 1の分離をしている.しかし，この場合






H. s. nigrumxKwanおよびAlgerianx K wanにおいても，H. s. nigrumx Nigrinudumの場
合と同様仁，それぞれの交雑仁関係している2つの遺伝子が独立であれば， R:M:S は12:3 : 1 
の分離をするはずである.観察結果では，両交雑とも R:M:Sは12:3 : 1の分離比に適合し
ない.R: (M+S)はそれぞれ 3:1の分離をしているから (Pはそれぞれ 0.9-0.8および 0.7-
0.5)，両交雑において， R :M:Sが12: 3 : 1仁適合しないのは，二重劣性個体 (S)が期待
数より極度仁少いためであることがわかる.それゆえ，Mlt2 (Kwan)がMl1(H. s. nigrum)およ
びMl9(Algerian)と連鎖していると見て間違いなかろう.組換価を計算すると，H. s. nlgrum x 
Kwanでは p=0.094土0.033，Algerian x K wanでは p=0.082土0.029であって， 2つの組
換価は非常に近l'.観察数はこれらの組換価に対する期待数仁適合している.
H. E. S. 4xKwan， Black RussianxKwanおよび MonteCristo x K wanにおいては非抵
抗性個体は分離しなかった.H. E. S. 4， Black Russianおよび MonteCristoはMl1と複
対立の遺伝子を持っているから，それぞれの品種と Kwanとの交雑からは H.s. n;grumxKwan 
の場合と同じ結果が得られるはずである.この点さら仁追究する必要があろう.
Mls (H. E. S. 4)とMl8(ロジヤ 12号〉の組換価は 44.6土1.4%であった.MI14. (A. 
222)はMl5と複対立の遺伝子であるから， M114とM1sとの聞にも MlsとMl8との関係と同
様の関係が見出されるはずである.A. 222xロジヤ 12号のむについて行った実験結巣は，第5
表のように，抵抗性 (R+M):非抵抗性 (S)は15: 1の分離をしている. しかし， その適合







F3試験:H. s. nigrum x NigrinudumのF2試験においては.R (H. s. nigrum type) 
仁対する (M+S)の数 (249)は3:1に対する期待数 (276)よりかなり少し，"¥.おそらく.H. s. 
nigrum typeと Nigrinudumtypeの区別が確実でなかったためであろう.それで.Nigrinudum 
仁ついてはむ試験は行わなかった.
H. s. nigrum x K wanおよびA1gerianx K wanのF2仁おいては.R: (M+S)はそれぞれ3:1 
の分離をしている (Pはそれぞれ0.9-0.8および0.7-0.5).また.H. E. S. 4xKwan仁おい
ても.F2では非抵抗性個体は分離しなかったが.R: (M+S)は3:1の分離をしているくP=0.3
-0.2).それで， F2仁おいて，M typeあるいは Stypeを示した個体の1部を任意仁とり， F3 
試験を行った.結果は第6表の遁りである.
第 6表 下記交維の F2仁おいてそれぞれ Mtypeあるいは Stype 
を示した個体のF8にraces1あるいは IXを接種した結果
事E 聖書 接種race 
H. s. mgrumxKwan 1x 
H. E. S.4 xKwan 1 
Algerian xKwan lX 
Fsにおける観察系統数
Z英 自 χ宮
抵抗ホ毛 A テロ 非抵抗ホ毛
観 祭 数 100 18 2 
1: 2: 1として 30 60 30 極大
p=0.083として 101 18 1 1.010 
観 事畏 数 154 20 。
1 : 2 : 1としで 43.5 87 43.5 極大
p=0.061として 153 20 1 1.007 
者同 事長 数 132 25 1 
1 : 2 : 1として 39.5 79 39.5 機大









られた. しかし， ヘテロ系統の数は抵抗ホモ系統の数よりはるかに少いから， 抵抗ホモ:ヘテ口:非
抵抗ホモの 1: 2 : 1仁対する適合度は極めて低い.Ml12がMl!，Mらおよび Mらと連鎖してい
ると見て間違いなかろう.組換価を計算すると，H. s. m:grumxKwanでは p=0.083土0.019，
H. E. S. 4xKwanでは p=0.061土0.014，Algerianx Kwanでは p=0.087土0.017であ
る観察数はこれらの組換価仁対する期待数lこ適合している.
以上仁述べた F2および F3両試験の結果の組換価を，モれぞれ重みずけて平均すると，第7表
のよう仁， Mi}と MI!2では p=0.086土0.017，Ml5とMI12では p=0.061土0.014，Ml9と
Ml!2では p=0.086土0.015であって， 3つの組換価は極めて近い価を示してやる. なお， Black 














H. E. S. 4 (Ml~) x Kwan (MI12) 
Algerian (M19) x Kwan (Ml，2) 0.082土0.029 0.086土0.015
Mlt (H. s. nillt'um)と漣鎖した遺伝子相互の連鎖 M17(中泉在来〉および M1s(ロジヤ12-l号〉
は Ml5(H. E. S. 4)と連鎖していたから(日浦， 部国 1957b)， Mらとも連鎖しているといえ
る.また，本報告ですでに述べたように， Ml12 (Kwan)はMhと遠鏡し， M16もまた Mllと連
鎖しているようである.それゆえ，これら Mhと連鎖した4つの遺伝子は互仁連鎖しているはずである.
F2試験:M17 (中泉在来)と M1s(ロジヤ12号〉の遠鏡仁ついてはすでに報告したく日浦，
部田 1957b). Nigrinudumx中泉在来， Nigrinudum x K wan，中泉在来xKwanおよび口ジ
ヤ12号xKwanのF2仁おける結果は第8表の通りである.
第 8表 Ml.くNigrinudum).Ml7 (中泉在来).M1R (ロジヤ12号)
およびMl，2(Kwan)の4つの遺伝子相互のF2における連鎖
F.， fC~・wab (Riが+1M5ヲ:-
交雑および親品種の感染程度 接種 観察個体数 s i 適合度 組標慣race R M S としてX' P % 
Nigrinudum (1-2) x中泉在来(1) I 116 467 5 極大 縫 A、 18.4土4.1
Nigrinudum (1-2) x Kwan (1-2) I 748 1070 10 極大 続小 14.8土2.3
中泉在来日)x Kwan (1-2) I 2816 1021 。
ロジヤ 12号 (1)x Kwan (1-2) I 。331 11 5.372 .05-.02 35.9土5.3
Nigrinudum x中泉在来， Nigrinudum x K wanおよび口ジヤ 12号xKwanにおいては，それ
ぞれ非抵抗性個体が分離している.これらの交維の親品種は， どれも race1に対してある程度感
染するから， F2仁おいては，二重劣性個体以外は感染程度仁よって遺伝子型を区別することはむず
かしし，"'. それで，抵抗性 (R+M):非抵抗性 (S)の15: 1に対する適合度を見ると， Eの交
雑においても極めて低い. それぞれの交雑仁おいて， 2つの遺伝子聞に速鎖があるとして，組換価を
計算するl:， Nigrinudum x中泉在来では p=0.184土0.041，Nigrinudumx Kwanでは p=
0.148土0.023.ロジヤ 12号xKwanでは p=0.359土0.053である.
中泉在来xKwanでは3837個体について実験したが，非抵抗性個体は分離しなかった.それゆ
え，M17 (中泉在来)と Ml12(Kwan)は複対立遺伝子か， あるいは密接に連鎖しているものと
，恩われる.
ところで， Nigrinudumの遺伝子 Ml6はヘテ口仁なると race1仁“3"程度に感染し，非抵
抗性個体どの区別がむずかしし1場合があるから， Nigrinudumが関係した交雑においては，日試験
の結果からでは，信頼すべき組換価を得ることはむずかししてとを第11報において述べた(日浦，都
田 1957a).その後， Nigrinudum x K wanについて， 更仁注意深く実験を重ねたが， やはり，
判定の困難な個体が観察された. したがって， Nigrinudumの遺伝子が関係した組換価仁は， か
なり大きな誤差があるものと恩われるが， 本試験において，Ml7 (中泉在来〉と Ml12(Kwan)が
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極めて密接に連鎖しているか，あるいは複対立の遺伝子であることがわかったので，参考として Nig-




し， Ml6は，Ml1と同一染色休主にある Ml7および Ml12と連鎖していると，恩われるから，Ml6 
とMI1との連鎖も確実のようである.
F3 試 験:中泉在来xKwanのF2では非低抗性個体は分離しなかった.それで， M17〈中
泉在来〉と Mh2CKwan)が対立の遺伝子かどうかを確かめるために， F3試験を行った.中泉在
来と Kwanはrace1仁対しては，ともにわずかに感染するから， race 1に対する感染程度では両
者は区別できない.しかし，中泉在来は raceVに対して非抵抗性であるから，中泉在来xKwan
のむに raceVを接種すると抵抗性 (Kwantype)と非抵抗性は 3:1の分離をする. この
race V仁対して非抵抗性であった個体の Fsにrace1を接種した結果は第9衰のよう仁， 203 
交
第 9表 Kwanx中泉在来の F2仁おいて raceVにStypeを示した個体の
日仁 race1を接種した結果
接種 れにおける観察系統数華韓 項 目 x2 race 抵抗ホ毛 ，、テロ 非抵抗ホモ
中泉往来xKwan I 観 察 数 202 1 。
1 : 2 : 1として 50.75 101.5 50.75 続大





対立の遺伝子ではなく，極めて密接に連鎖してやることがわかる. 組換価を計算すると， p=0.002 
士0.002である.観察数はこの組換価に対する期待数によく適合している.
MII (H. 8. niArum)とは組立の遺伝子 Ml3 (Goldfoi1)， MI， (改良坊主愛)， M1ll (ロジ
ヤ81号)， Ml13 (口ジヤ74~予)， Mhs (Hanna)およびMl16(P回 knon)の6つの遺伝子はMll
とは独立の遺伝をするようである.これらの遺伝子を持った6つの品種と H.s. nigrum (M1l)およ
びMl1と同一染色休と仁ある遺伝子を持った品種 (H.E. S. 4， A1gerian， Black Russian， 
A.222，口ジヤ12号， Monte Cristo， Nigrateあるいは Kwanなど〉とを交雑したおにおけ
る実験結巣は，第10表の遁りである.
Ml3 (Goldfoil) : Goldfoilの関係した交雑にはracesIV， Vlあるいは IXを接種した.こ
れらの raceを接種すると実験方法で述べたよう仁，それぞれの交雑仁おいて，両性雑種の分離が期
待できる.第10表に示したように， Eの交雑においても， 抵抗性 (R+M):非抵抗性 (S)は
15 : 1の分離をしてやる.Ml1 (H. s.問igrum)，M匂〈口ジヤ12号〉および MI12CKwan)は同
一染色休上の異なった位置にあるから， これら3つのEの遺伝子とも独立の遺伝をする Ml3が，
Ml1とは異なった染色休l:仁あることは確実であろう.
MI， (改良坊主麦) :改良坊主麦の関係したどの交雑仁おいても，抵抗性 (R+M):非抵抗
性(S)は15: 1の分離をしている.また，Ml， (改良坊主麦〉はMh(H. s. nigrum)， Mls (H. 
E. S.4)および Ml7(中泉在来〉とは独立であったく日浦，部回 1954).モれゆえ，Ml，はM1l
-27ー (27) 
Goldfoil.改良坊主麦，ロジヤ81号，ロシヤ74号.Hannaおよび Psaknonの遺伝











































































































































H. s. nigrum (0) 
H. E. S. 4 (0) 
Algerian (0) x 
Black Russian (ふ1)x 
A. 222 (0-1) x 
ロシヤ 12号 (1)x 
Kwan (2) x 1/ 
A. 222 (0-1) x改良坊主変(0-1)
p y ャ 12号 (1)x " 
Kwan (2) x 1/ 
H. s. nigrum (0) xロシャ 81号 (1)
H. s. nigrum (0) xロ V ヤ 74号 (0)
官シヤ 12号 (1)X 1/ 
H. s. nig問 mく0) X Hanna (0-1) 
Monte Crist冶 tO)x 
Kwan (2) 
H. s. nigrum (0) 
Algerian (0) x 
Black Russian (O-l)x 
Kwan (2) 
Nigrate (0-1) 
















Mll1 (ロジヤ81号) : H. s. nigrum x口ジヤ 81号仁ついてだけしか実験していなし1が，
とMitは独立の遺伝をする.
Mit3 (ロジヤ74号) : Ml13もMit(H. s. nigrum)および Mls(ロジヤ 12号〉とは独立の
遺伝をする.
M1ts (Hanna) : H. s. nigrumx Hanna (こおいては， 抵抗性 (R+M):非抵抗性 (S)
の15: 1仁対する適合度はやや低い. しかし.Mit (H. s. nigrum)と複対立の遺伝子 MI17を
持った MonteCristoと Hannaとの交雑仁おいては，抵抗性 (R+M):非抵抗性 (S)は
Mll1 
x 
A. 222 x Hanna およびロジヤ12号xHannaのF2仁 racesr およびIXを接種した結果第1表
9: 3: 3: 1 
としてが


















A. 222 x Hanna 
ロシヤ 12号xHanna
-28-(28) 
15: 1の分離をしている.また，第11表仁示したように， Mlt ~複対立の遺伝子 Mlt" (A. 222) 
とMlt5は独立の遺伝をしてやる.さら仁，Ml15はMl12(Kwan)およびM1s(ロジヤ12号)ど
も独立の遺伝をしているから(第10表および11表)， Mlt5はMltとは独立であるといえる.
なlt5，第11表仁示した A.222 x Hanna およびロジヤ12号xHanna仁おいては，実験方法で
述べた紙袋を使用し同じ葉に2つの racesを接種する方法を適用した.HannaはraceIX仁は
抵抗性であるが，その他のどの racesに対しても非抵抗性である.これとは反対仁.A.222および
ロジヤ12号は raceIX仁は非抵抗性である. それゆえ， A. 222 x Hannaおよびロシヤ12号×
Hannaのむ仁おいては， 1つの raceを接種しただけでは2つの遺伝子聞の関係を知ることができ
ないからである.
Mlt6 (P回knon): PsaknonとH.s. nigrum， Algerian， Black Russianおよび Kwan
との交雑においても， 抵抗性 (R+M):非抵抗性 (S)はそれぞれ 15: 1の分離をしてやる.
Schaller & Briggs (1955)はアメリカの race3仁対する Kwan，Algerianおよび Psaknonの
抵抗性遺伝子は互仁連鎖し，その排列順序は M九(Kwan)一M1a(Algerian)-Ml" (Ps北non)
とした.第10表の Kwan x Psaknon仁おいて (R+M): Sの15:1仁対する適合度はやや低
い. もし， Schallerちの指摘した3つの遺伝子と筆者らのそれがそれぞれ同じ遺伝子であり， しか
もJ PsaknonとKwanの遺伝子が連鎖しているとすれほ， PsaknonとAlgerianの遺伝子はよ
り密接に連鎖しているはずである.それで， Algerian x Psaknonについて b 試験を行った. すな
わち， A1gerianはraceIX仁対して高度の抵抗性を示し， ヘテロになってもホモの場合と同程度
の抵抗性を示す. 他方J Psaknonは raceIX仁対し，“1"程度に感染するから， F2仁おい
て，第10表に示したよう仁， R: (M+ S)は3:1の分離をしている (P= 0.8...0. 7).この M
typeおよび Stypeを示した個体の F3にraceIXを接種した結巣は，第12表のよう仁， 抵
抗性ホモ:ヘテロ:非抵抗ホモは 1: 2: 1の分離をし， 連鎖は認められない. それゆえ，Ml16と
Mゐ(Algerian)は勿論， M116とMlt2(Kwan)も独立と見てよかろう.
交 雑
第 12表 Algerian x Psaknonの巳仁おいて.M type 
を示した個体の Fa仁raceIXを接種した結果
引における観察系統数
抵抗ホモ A テロ 非抵抗ホモ 計
1 : 2 : 1として。
X~ 
Algerian x Psaknon 28 63 26 117 0.616 
P 
.8-.7 
以上のよう仁， Mら(Goldfoi1)， Ml" (改良坊主麦〉および Ml15(Hanna)はMlt(H. s. 
nigrum)およびそれと同一染色休k仁ある Mls(ロジヤ12号〉および Ml12(Kwan)のどれとも
独立であった. またJ M1ll (ロジヤ81号〉は Mltと， M113(ロジヤ74号〉はMltおよび M1s
とJ Mlt6はMl1および Ml12ιそれぞれ独立であった. それゆえ， はじめ仁あげた6つの遺伝子
は，どれも， Mlt (H. s.均 rum)とは異なった染色体上仁あるものと思われる.
Stanford & Briggs (1940)はアメリカの race3仁対する Nigrateの抵抗性仁は2つの遺伝
子が関与し，その中の1つは Psaknonの遺伝子Ml"と相同であるとした. 筆者らも Nigrateの
遺伝子と Psaknonのそれとの関係を知るため仁， Nigrate x PsaknonのF2仁raceIXを接種
した.しかし， Psaknonの抵抗性が単性雑種の分離を示すのは raceIX仁対してだけである.他
- 29ー (29) 
方， Nigrateの抵抗性が単性雑種の分離を示すのは raceIVに対してだけである. それゆえ，
Nigrate x Psaknon仁おいては，どの raceを接種しても，両性雑種の分離は期待できない.Race 
IXを接種した場合は， Nigrateの2つの遺伝子と Psaknonの1つの遺伝子が関係するから，そ
れぞれの遺伝子が独立であれば， 抵抗性と非抵抗性は 63:1の分離をするはずである. このよう
仁， Nigrate x Psaknonでは， 複雑な分離を示し， 多くの F2個体を供試しなければ， 正確な
結論は得られないと，恩われる.筆者らの実験結果では， 第 10表のよう仁， 2364個体を供試した
が， 非抵抗性個体は分離しなかった. この結果から見ると， race IX仁対しては， Nigrateと
Psaknonは複対立か，あるいは密接に連鎖した遺伝子を持っているようである.ところが.Nigrate 
の遺伝子Ml18はMll(H. s. nigrum)と複対立の遺伝子であった.他方， Psaknonの遺伝子
MI16はMhとは独立であったから， M116とMh8 も独立のはずである. それゆえ， Stanford 
& Briggsらがいうよう仁， Nigrateが Psaknonの遺伝子と相同の遺伝子を持っているとして
も，それは NigrateのraceIV仁対する遺伝子 MI18とは別の遺伝子でなければならない.
Mh (H. 8. nigrum)と独立の遺伝子相互の関係 MらくGoldfoi1)， Ml4 (改良坊主麦)，
Mlll (ロジヤ81号)， Ml13 (ロジヤ74号)， Ml15 (Hanna)および Ml16(Psaknon)の6つの
遺伝子は Ml1 とは独立であった. これら 6つの遺伝子の中， M111を除いた5-:)の遺伝子につい
て，相互の関係を実験した.結果は第13，14および15表仁示したよう仁， ~の組合わせ仁おいて





















































X ロジヤ 74号 (0)
x Hanna (0-1) 
" 
x Psaknon (0-1) 
改良坊主愛(0--1)x世 V ヤ 74号(0)













.5-.3 1.598 107 24 60 23 改良坊主妥xHanna
ロジヤ74号xHannaの日仁 racesJおよびIXを接種した結果第 15表
Race 1 K非抵抗Race 1に抵抗
P 
9: 3: 3: 1 
としてが計華性吉正 IXに非抵抗IXに非抵抗 IXに抵抗IX K抵抗
.5-.3 
(30) 
3.019 607 40 113 
-30ー
98 356 官シヤ74号 xHanna
も連鎖は認めちれなかった. ただし，Ml16 (Psaknon)と Ml"(改良坊主麦)， および MiIoと
M/13 (ロジヤ74号〉の関係は明らかでない. それは， 改良坊主麦およびロジヤ74号は， race 










Mll (H. s. nigrum)， M1s (Goldfoil)， Ml" (改良坊主麦)， Ml5 (H. E. S. 
4)および Ml7(中泉在来，細麦C，岩手メツジユアリーC)の5つの抵抗性遺伝子と遠鏡群指
示遺伝子との関係を調査した. 連鎖群指示遺伝子としては， 第 I群ー無葉耳 (li)および6条
(v)， 第 I群ー黒色頴 (B)および有萄性くかの，第'111群一課性 (n)，短古 (lk)および組
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Goldfollの抵抗性遺伝子 Ml3と三叉さの遺伝子Kとの連鎖 Briggs & Stanford (1943) 
は Goldfoi1C. 1. 928 x Nepal C. I. 595仁おいて，アメリカの race3仁対する Goldfoi1の抵抗
性遺伝子 MlgはNepalの三叉世の遺伝子 Kど連鎖し，その組換価は 18.77土2.33μであるこ
とを明らか仁した.筆者らも Briggsらと同じ材料を使って， 日本の raceIXに対する Goldfoi1
の抵抗性遺伝子 Ml3とNepalの三叉苦の遺伝子 Kとの関係を実験した. すなわち， Goldfoi1 
xNepalのむ仁 raceIXを接種した結果は第17表仁示したように，抵抗性で三叉を:抵抗
~ 
第 17表 Goldfoil x Nepalの応仁 raceIXを接種した場合の
抵抗性遺伝子 Ml3~三叉をの遺伝子 K との連鎖
叫における観察側体数
事曲 喜質 国
‘ー a鬼 抵抗 空貨安 童話芸三ヨt 提唱E
観 祭 数 99 51 41 5 
Goldfoil x Nepal 9: 3: 3: 1として 110 37 37 12 




性で長吉:非抵抗性で三叉世:非抵抗性で長世は9:3: 3 : 1の分離比に適合しない.抵抗性
(150) :非抵抗性 (46)および三叉世 (140):長吉 (56)はそれぞれ 3:1の分離をしているか
ら (Pはそれぞれ 0.7-0.5および 0.3-0.2)，抵抗性と三叉世の2つの遺伝子は連鎖していると
見て間違いなし、. Immer & Henderson (1943)の表によって組換価および標準誤差を計算する
とp=0.305土0.064である.観察数はこの組換価に対する期待数によ〈適合している.
F2試験にはわずか196個体を供試しただけである. それで， Goldfoil x Nepalの F2500個体
を圃場仁植え，三叉世と長吉の分離扶況を調査した.その結果は，三叉苦382仁対し，長官118
であって， 3: 1の分離をしてやる (P=0.5-0.3).そこで，むにおいて長官を示した118のお





第18表 Goldfoi1 x N epalのF2仁おいて長きであった個体の日仁raceIXを接種した結果
Fsにおげる観察系統数
事E 雑 項 目
観察数









59 29.5 極大 儀 Ij、
31 3 3.080 .3-.2 
以上のよう仁， Fzとむかち得た組換価仁はかなり大きな開きがあるが， 2つの組換価を重み
ずけて平均すると， 第19表のように， p==0.178土0.025となる.この価は Briggsらの報告した
第 19表 抵抗性遺伝子 M13と三叉警の遺伝子 Kとの組換価のまとめ
交 雑 F2 Fs ..ーかずけられた平均値
Goldfoil x Nepal 0.305土O.侃4 0.155土0.027 0.178土0.025
18.77土2.33%に非常に近い備である.それゆえ， Goldfoi1の raceIX仁対する遺伝子 M13は
Briggsが報告した Mlg.!::同じ遺伝子と思われる.
MIt (H. 8. nigrum). Ml， (改裏坊主夢)， M1s (H. E. S. 4)および MI7(中県在来)と連鎖軍隊
指手遺伝子との独立分隆 Mh， MI，. M1sおよび M17の4つの抵抗性遺伝子と連鎖群指示遺
伝子との関係は附賓1および2の通りである.附賓に示したように， 1つの形質についての実験仁色




た結呆を合計して見た. このように， 間安にはそれぞれの交雑における結果をあげ， 第20表および




大部分の交雑においては race1を接種したが， 両親品種が race1 (こ抵抗性を示す場合は，
目的とする抵抗性遺伝子だけが検出できるような race，例えば， 改良坊主麦×中泉在来におい







日仁おける Ml.(H. s. nigrum)， ML! (改良坊主麦)およびM17(中泉在来)
の3つの抵筑性遺伝子と連鎖群指示遺伝子との独立分離
第 20表






























































































































































































































































































































































































































br Br ml， 
mh 1/ " 
-34ー
* Cー 相引， Rー 相氏附表参照のこと
(34) 
第 21表 Fs仁おける Ml， くH.s. nigrum). M14 (改良坊主麦)および Ml7
く中泉在来〕の3つの抵抗性遺伝子と連鎖群指示遺伝子との独立分離
蓮銭群 F2における 組合わ
引における観察系統数 1 : 2 : 1 P 調E惇子型 せ番号 抵抗申骨 ""~ロ p蒔誠事量串吾 昔f として~ 
第I霊平{MlJv .mltv 1C 87 154 72 313 1.557 .5-.3 
5C 55 104 関 209 0.259 .9-.8 
b • m15 b 6R 13 32 16 61 0.442 .9-.8 
第E軍事
t，.d， mlJ t，.d 7C 56 120 54 230 0.469 .8-.7 
t，.d， m14 t，.d 9C 23 31 16 70 2.314 .5-.3 
MlJ n • mlJ n 12C 33 60 25 118 1.119 .7-.5 
MlJ lk ，mlJ lk 13C 53 149 68 270 4.570 .2-.1 
MlJl • mlJ 1 14C 30 83 29 142 2.245 .5-.3 
Mls 1 ， mlsl 15R 12 42 1 65 5.585 .1-.05 
Mun ，m14 n 16R 30 53 32 115 0.625 .8-.7 第 E 覇軍)~lk • mldk 17R 17 44 23 84 1.048 .7-.5 
~l • m141 18C 22 60 26 108 1.630 .5-.3 
品17n ，m17 n 19C 6 13 8 27 0.333 .9-.8 
Ml7 lk • m17 lk 20C 13 32 13 58 0.621 .8-.7 
Ml71 ， mlr 1 22C 11 38 16 65 2.320 .5-.3 
MiJ k ，mlJ k 37R 28 54 25 107 0.177 .95-.9 
Mls bl ，mlr， bl 23R 16 38 16 70 0.514 .8-.7 
Ml. k ， m14 k 38R 13 35 13 61 1.328 .7-.5 第百群)M~bl ，m14 bl 24R 9 10 7 26 1.692 .5-.3 
Ml7 k ， m17 k 39R 16 44 13 73 3.329 .2-.1 
lMl7 bl，m17 bl 26C 23 47 26 96 0.229 .9-.8 
27C 15 41 20 76 1.132 .7-.5 
s ， mlJ s 28C 43 71 27 141 3.638 .2-.1 
第V群
s • m14 s 30C 2 11 6 19 2.158 .5-.3 
s ，m17 s 31R 18 46 30 94 3.106 .3-.2 
32C 17 25 15 57 1.000 .7-.5 
第'VI群ML.uz ，ml. uz 33R 40 67 41 148 1.338 .7-.5 
Ml7 flZ ， m17 uz 34C 18 29 12 59 1.200 .7-.5 
第百事手{MlJb，. ， mlJ b，. 35C 15 36 19 70 0.514 .8-.7 
V. 考 察
筆者らは， 147のオオムギ品種のウドツコ病に対する抵抗性遺伝子を分析し，はっきりと区別でき




iI惇子および緩準品種 相同のヨu事子を持った品種名 支 献
MlJ H. s. nigrum (1)ホ Engledow India (1)， Gopal (1)， H. s. 6586 (1)， '56 b料
J. 20 (1)，ロ Vヤ68号 (1)
Mls Goldfoil (17) Atlas 46 (1)， Weihenstephaner 1 (1) 未発表
Ml4改良坊主愛 (20) 独 17号 (20)，畿内5号(20)，Golden Melon (13) '57 a 
Ml~ H. E. S. 4 (11) Arivat (11).ドイ、7春播く11).HeH's Hannaく11). '56 a， '56 c， '56 d 
a内42号 (11)，鴻巣30号 (11)，晩愛 (11)，yド
= -(11)， Vaughn (11)，大政官(12)，細変 (12)，
大角y".リー (12)，Chevalier (13). Golden Me. 
lon (13)，ロ Vヤ26号 (13)，ロ Vヤ50号 (13)，
ロVヤ66号 (15)
Mlo Nigrinudum (2) '57 a 
Ml?中泉在来 (7) 秋寄書北星〈乃，伊達2号 (7)，制得1号(7)，制変C '56 a， '56 c 
く7)，H. s. 5060 (7)，岩手メンシユアv-C (7)，勝
開く7)，百足愛(7)，二本三く7)，三月 (7)，細愛く12)
Mlspyヤ12号 (7) Colsess (乃，大政官 (12)，六角y".V戸 (12) '56 a， '56 b 
MlQ Algerian (1) '56 b 
Ml10 Black Russian (1) '56 b 
MlllロV ヤ81号 (1) '56 b 
Ml12 Kwan (2) Arlington A wnless (2)， H. E. S. 1 (2)， M包n. '57 a 
90-5 (2) 
Mlnロシャ 74号 (4) Kleinwanzleben (4) '57 a 
Ml14 A. 222 (5) '57 a 
Ml15 Hanna (6) Chevron (19)，ロシヤ66号 (15) '57 a 
MlJ6 Psaknon (10) '57 a 
MlJ7 Monte Cristo (16) J. 5 (16) '57 a 
Mll8 Nigrate (18) '57 a 
権 抵抗反応による品種の所属グルF ブ番号 (Hiura& Heta 1955) 
料 日浦らの報告
第22表の品種の後のカツコ内の数字は， 11のraces仁対する抵抗反応仁よって，品種を 20の
抵抗型仁わけたグルーブの番号であるくHiura& Heta 1955). この抵抗型グルーブと遺伝子との
関係を見ると，グルーブ11の品種は例外なしに H.E. S. 4の遺伝子 Mlsと相同の遺伝子を持
っている.また，グルー プ7の品種はロジヤ 12号および Colsessの2つの例外を除けは，どの品種
も中泉在来の遺伝子 Ml7と相同の遺伝子を持っている. このよう仁， グルー ブ 11およびグルー ブ
7においては， 表現型(接種結果〉仁よってグルーブすることが，遺伝子型をグル干ブすることとあ
る程度一致している.ところが， M1s (H. E. S. 4)はグルー ブ 11の品種だけでなく，グル-112，
13， 15など， 他の多くのグルー ブlこ属する品種に見出され， Ml7 (中泉在来〉もまた， グルー ブ
12の品種にも見出された.さら仁，まだ同定されていないが，グルーブ8，9および10仁属する品種
仁も Ml7と同じ抵抗反応を示す遺伝子が見出されている.これとは反対に， Mh (H. s. nigTUm) 
(36) -36ー
と相同の遺伝子を持った品種はグルーブ1に属する品種に限られているが， グルー ブ1の品種は
Mh， M1a (Goldfoi1)， Ml9 CAlgerian)， Mho (Black Russian)および Mlll(ロジヤ81号〉
など，色々 の遺伝子をもっている. このように接種結果による品種のグルー ブと， それらの品種の抵
抗性遺伝子の構成との関係はあまりあてにならない. このことは， 抵抗性品種を育成するための親
品種を選ぶ場合仁，十分注意しなければならないことと思う.
なお，分析に供試した147品種には， 第22表にあげた 17の遺伝子のほかに， 多数の遺伝子が




第 23表 Ml1 (H.ιmgrum)と16の遺伝子どの関係
Mllと複対立の遺惇子
Ml5 (H. E. S. 4) 
Mlg (Algerian) 
MllO (B1ack Russian) 
Mll4 (A. 222) 















中， 7つが複対立遺伝子であり， 11が同一染色体上にある.さら仁， M11を含めた7つの複対立
遺伝子の中， A.222を除いた6つは race1仁対して高度の抵抗性であるのに対し，Mhと連鎖
した4つの遺伝子は race1に対し， ~れも，中等の抵抗性である. Schaller & Briggs (1955) 
仁よれば，オオムギのウドツコ病菌の race3仁対する 10の抵抗性遺伝子の中， 5つは同一染色体
〈第II群〉上仁ある.Flor (1947)はアマのサピ病 (Melampsoralini)に対する抵抗性遺伝子
を研究し， 16の識別品種には， 少くとも明らかに区別できる 19の遺伝子が含まれており， この19
の遺伝子は3つの群に分けられる. すなわち， その2つはそれぞれ複対立遺伝子の群であり， 1つは
密接仁連鎖した群であることを明らかにした. Khishen & Briggs (1945)仁よれば，コムギの腫黒
穂病 (Tilletiacaries)仁対する6つの抵抗性遺伝子の中， 4つが同一染色休と仁ある.このよう
に，ある病害仁対する植物の抵抗性遺伝子は，すべての染色休と仁任意に分散しているのではなく，
















































































































I C 親仁識別できる交雑においては， Immer (1934)の式 p=，vb~c (但し bはMtype坦掌L
CはStypeの数〉で組換価を計算したが，第24表のむにおける組換価は，すべて p=イ記t-a
(但しAはRtype + M typeの数， aはStypeの数〉で計算されたためである.そのわけは，
F2においては， R typeとMtypeが識別できない交雑， あるいは， ある程度識別できても不確







のがあるかも知れない.例えば， Gopa1はH.s. nigrumの遺伝子 Mltと相同の遺伝子を持って
いるが， Honp.cker (1937)仁よれば，ドイツの raceF仁対して Gopalは高度の抵抗性である
が.H. s. nigrumは非抵抗性である.また，H. spont. 5050は溝手メンtIユアリー C，百足麦，
三月などと共仁，中泉在来の遺伝子 M17と相同の遺伝子を持っているが， A. E. Hannah仁よ
れば，カナダの raceに対しては崇手メッシュアリー C，百足麦， 三月などは高度の抵抗性を示す
の仁対し H.s. 5050は“2"程度に感染する.このよう仁， Gopalおよび H.s. 5050の遺伝子
はMltおよび M17とはそれぞれ異なったものかも知れない.しかし，仮りに異なったものであるとして





















関係が明らかになれば，M17 (Ml12)， M16および M1sの3つの関係がもっと確実仁なるであろう.
きて，筆者らが明らかにした17の遺伝子の中Ml3(Goldfoil)， Ml9 (A1geri如)， M1I0 (Black 







接種した結果 (Mains& Dietz 1930， Mains & Martini 1932， Newtpn & Cherewick 1947. 
Moseman 1955)と同じ品種に raceIXを接種した結果(Hiura& Heta 1955)とを比較す
-39- (39) 
ると，両四cesはほとんE区別できない.さら仁，色kの交雑仁 raceIXを接種した場合の分離
吠況は Briggsらが race3を接種した結果と一致している場合が多し¥ それで， race IXを接
種した結果によコて，筆者らの遺伝子と Briggsらのそれとの関係を検討して見ょう.
まず， 8つの品種と非抵抗性品種との F2雑種個体に races3および IXを接種した結果を見
ると， ~の品種においても主遺伝子は 1 つであって， この点両者は完全に一致している. そして，
race 3に対する Goldfoi1の抵抗性遺伝子Mんと三叉世の K 遺伝子は連鎖し，その組換価は
18.77%である (Briggs& Stanford 1943).筆者らの実験結果では，M13 (Goldfoi1)と K遺
伝子との組換価は17.8%であって〈第19表)，両者の結果は非常に近し¥それゆえ，MlgとM13
は同じ遺伝子と思われる.なお， Freisleben & Metzger (1942)は WeihenstephanerCP 
127422の遺伝子 ErCfJ とK 遺伝子とは組換価 16%で連鎖していることを明らか仁した.Smith 
(1951)は MlgとErCfJは同じものであろうとしてやるが，筆者らの実験結果でも，Weihenste-
phaner 1は Goldfoi1と相同の遺伝子を持っているようであるからく未発表)， Smithの予想は
おそらく正しし1であろう.
Schal1er & Briggs (1955)によれば，M1a (A1gerian)とMla2(Black Russian)は複対立
遺伝子であり， MtdとM九(Kwan)との組換価は10.4%である.また， MfaとM1tの組換価
は9.81μである (Briggs& Stanford 1938).これ仁対し，M19 (A1gerian)とMl10(Black 
Russian)は複対立遺伝子であり〈第3および4表)， MlgとMl12(Kwan)の組換価は8.6%
であるく第7表).このよう仁， Algerian， Black Russianおよび Kwanの3つの遺伝子の連鎖
に闘する筆者らと Briggsらの結果は極めて近い.
Briggs (1945)はMlfJ (Psaknon)とm1d (Duplex)は連鎖し，その組換価は16.38%とし
た. そして， Schaller & Briggs (1955)は M1a!(Black Russian)とmんは連鎖しているか
ら(17.5%)，Mらと Mlp の遠鏡 (41.5%)は確実であるとした. 筆者らの結果では， M116
(Psaknon)はMlg(A1gerian)， Mlto (Black Russian)とは独立であってく第10および12
表)， Schallerらの結果とは一致しない.しかし， M162とMlpの組換価は41.5%であって，非常
仁遠い位置仁ある. それで， Briggs らも初期の研究 (Stanford & Bri回s1940)では2つの
遺伝子は独立とした.筆者らは ml"仁ついては実験していないから，上の結果からだけでは，Mlpと
Ml16 (Psaknon)が別のものであるとは断言できない.
Stanford & Briggs (1940)はNigrateの主遺伝子は2つで，その中の1つは Psaknonの
遺伝子 Mlp と相同であるとした.Nigratex Psaknonのむに raceIXを接種した結果では，非
抵抗性個体は分離しなかった.この点は Stanfordらの結果と一致してやるが.Nigrateはrace
Xによく感染するのに対い Psaknonは同 race仁対し抵抗性であるばかりでな<， Psaknonか
らは.race IX仁抵抗性であるが raceXには非抵抗性の遺伝子はくNigrateの反応). これま
でのところ， 分離されないから， 2つの品種は，少くとも， 相同の遺伝子は持っていなし1であろう.
上lこ述べたよう仁， race IX仁対しては.NigrateとPsaknonは複対立遺伝子あるいは密接に連
鎖した遺伝子を持っているようであるが，筆者らが指摘した Nigrateの遺伝子 Mltoは， race IV 
に対する抵抗性遺伝子であって，M1l (H. s. nigrum)と， したがって M1I0(Black Russian) 
と複対立遺伝子である.しかし， M110とMlt6(Psaknon)とは独立であるから，MltoもMl16
とは独立のはずである.それゆえ，Ml18 (Nigrate)はBriggsらが指摘した Nigrateの1つの遺
伝子Mんとは別の遺伝子であろう.なお， Nigrateのもう 1つの遺伝子 Mlyについては，Briggs 
(40) -40ー
らはほとんど研究していなし1ので，M11IとMltsとの関係は不明である.
Monte Cristoの遺伝子 Mlm仁ついては BriggsらはほとんE研究していなし;'1， Favret (1949 
a， b)はEngledowIndiaの遺伝子は MonteCristoの遺伝子 Mlmと相同であるとしたが，
日本のraceIVを接種すると，両品種の遺伝子は異なったものであることが容易lこわかる. しかし，




子atと連鎖していることを明らかにした.Schaller & Briggs (1955)はM1a(Alger加 1)，Ml，叫
(Black Russian)および Mlk(Kwan)がMらおよび m1dと連鎖していることから，これら5つ
の遺伝子の第I連鎖群における排列1国序を明らかにした. 筆者らは，Mh (H. s. nig問 m)，およ
びそれと連鎖したM17(中泉在来〉の2つの遺伝子と第I連鎖群の指示遺伝子である黒色頴に対
する遺伝子 B，および有直性に対する遺伝子 trd(高橋その他 1952) との関係について実験した
が，連鎖は認められなかった.M19 (A1gerian)， M110 (Black Russian)および MllJ.(Kwan) 
はMhと複対立あるいは連鎖した遺伝子であるから，間接的に， .実験範囲内においては前3者と
第I連鎖群指示遺伝子との聞には連鎖は認められないといえよう.
Hannaの遺伝子 Mlt5はどの遺伝子とも独立であった. この点 Briggsらの結果と一致してい
るが，独立のため，かえって，同定は困難である.
以上のように，M19 (A1gerian)， M110 (Black Russian)およびMl12(Kwan)の3つの遺伝
子の連鎖関係~Ì M仏Mla2および Mlkの関係と極めてよく一致しているが，これらの遺伝子と連鎖
群指示遺伝子との関係において，なお疑問の点がある.また，Ml15 (Hanna)， Mhs (Psaknon)， 
Ml17 (Monte Cristo)および M抑制igrate)仁ついては， 不一致の点あるいは不明の点が
多くある.それゆえ，M13 (Goldfoi1)を除いたEの遺伝子仁おいても， 筆者らの指摘した遺伝子と







H.里:pont.nigrum Ml1 MI.p 
改良坊主麦 Ml4 Ml帥
H.E. S.4 Mls Mι 
Nigrinudum Ml6 Ml句"
中 泉 1f. * Mh 品{ln.ロジヤ 12号.Colsess Ml，q Mlcs 
ロ シヤ 81 号 MlJl Mlr 
ロシヤ74号.Kleinwanz. Mln Mlkz 
A. 222 (Almora) Mll4 Mlal 
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なお，H. s. nigrum，改良坊主麦， H. E. S. 4， Nigrinudum，中泉在来， ロジヤ12号，口






2. 17の抵抗性遺伝子は Mh(H. s. nigrum) との連鎖関係によって， MlIと複対立遺伝
子，Mhと連鎖した遺伝子，および Mhとは独立の遺伝子の3つに分けられる.
3. Mhと複対立の遺伝子は M1s(H. E. S. 4)， Ml9 (Algerian)， Mho (Black Russian)， 
Mh， (A.222)， MI17 (Monte Cristo)および Mh8(Nigrate)の6つである.





7. Mi}ど独立の遺伝子は Mゐ(Goldfoi1)， Ml， (改良坊主吏)， M1u (ロジヤ81号)，
MI13 (ロジヤ74号)， Ml~ (Hanna)および Mi}6(Psaknon)の6つである.
8.これら6つの遺伝子は， それら相互間においても，実験範囲内では，連鎖は認められなかっ
た.
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163 55 57 
169 50 62 
お4 106 102 
158 59 44 
160 60 61 
202 68 77 
345 103 120 
163 56 48 

















































































































































































H. s. nigrum 


































































































X Brachytic 159 59 
x改良坊主愛 82 34 
x仁回線 154 66 
x原町 166 58 
×有益種 334 106 
x改良坊主愛 155 62 
x原町 167 57 
x有益 種 317 99 
x有葱種 327 113 
xH. E. S. 4 156 48 
x悲天黒 253 73 
/fX砦手メンシユアローC 171 54 
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宰 x y せ呑号
Ft IC.". 
笥察個体数 9 : 3:3 : 1 
としでがXY Xy xY xy 




Ml4 N 16 改良坊主変×無 葉
" " x者志













































グ Lk 17 " 
" " " " 
" " " " 
"x岩手メンVユアリーC 56 17 20 7 0.430 .95-.9 " " " 
176 49 50 20 1.978 .7-.5 xMars " " " " 








































1" " " 
哩!11" " " 
" 
" 
Ml7 N 19 中泉在来xBrachytic 166 57 44 18 2.1ω .7-.5 
" " " 岩手メンシユアリーCx仁回線 168 58 48 17 1.197 .8-.7 
M グ グ グ ×改良坊主愛 58 19 15 8 1.580 .7-.5 
" Lk 20 中泉在来×改良坊主愛 77 30 24 4 3.258 .5-.3 
" " "細愛 Cx有萄種 169 61 48 15 2.142 .7-.5 
" " グ 岩手メ VシユアリーCx " 136 45 44 18 0.663 .9-.8 
"" " x改良坊主愛 62 15 14 9 4.301 .3-.2 
" L 21 中泉在来x奉天黒 163 56 53 18 0.084 >.99 
" " 22 細愛 Cx録業耳 167 55 60 18 0.380 .95-.9 
" " " 岩手メンシユア 9-C x矢 筈 166 53 55 20 0.221 .98-.95 
" " "グ xH. E. S. 4 158 49 61 16 1. 757 .7-.5 
23 H. E. S. 4 x原町 173 51 58 14 
" " x岩手メンシユアリーC 171 54 43 16 
24 改良坊主愛×岩手メ ;:.-vユアリーC54 19 20 7 
25 中泉在来xBrachytic 170 53 46 16 
26 岩手メンV品アリーCx改良坊主麦 59 18 15 8 
" " x H.E. S. 4 155 52 59 18 











Ml} R 27 H. s. nigrum xMars 163 56 57 20 0.240 .98-.95 
Ml， S 28 " x大樹大麦 161 59 52 16 0.765 .9-.8 
" "x是岩手メ :;vユアリーC 141 51 38 15 
" H.E. S.4x岩手メ;'-1:.'ユアリー C162 63 47 12 
29 改良坊主麦xMars 173 52 57 13 
30 " x岩手メ V シユアリーC 60 13 21 6 
31 納妥 Cx無業耳 170 52 60 18 























画ー祭個体数 9: 3: 3: 1
とし』て X雪
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W ル/1; " 

















31 岩手メシシユア v-cx仁回線 167 59 56 9 
" " x改良坊主愛 62 15 19 4 
ググ xH.E.S. 4 158 49 51 26 
32 H. s. nigru澗×改良坊主愛 163 54 39 20 
" " x仁回線 166 54 61 19 
" H. E. S. 4 x改良坊主愛 60 15 22 2 
33 改良坊主表X有益種 160 56 47 16 
" " x中泉在来 76 24 27 8 " 
" " " xH. E. S. 4 62 12 20 5 
58 15 15 12 
170 55 45 25 
81 26 22 6 
56 21 17 6 
167 51 52 19 
143 47 41 9 





W 岩手メ.YYユアローcx " 
35 H. s. nigrum x Brachytic 
" H. E. S. 4 x グ
36 中泉在来x " 

































λ1. b. ml. b 5 H. s. nig開 m)( Brachytic 
1 " 
会移 " " " 
I Ml5 b. m1r. b 6 
若手 M11 trd， mlJ trd 7 
Ml6 trd. mls trd " 









13 1.485 .5-.3 
22 1.366 .7-.3 
15 0.667 .8-.7 
16 0.442 .9-.8 
35 0.441 .9-.8 
19 0.316 .9-.8 












H. E. S. 4 )(奉天黒
H. s. nigrum )(有者種
H. E. S. 4 x " 
改良坊主愛)( " 




































13 H. E. S. 4 x有葱種 18 
14 H. s. nigrum x有志種 30 
15 H. E. S. 4 x砦手メシシユア 9-C 12 
16 改良坊主麦x有益種 17 





































Ml4 1， mLt 1 18 改良坊主麦X有志積 20 42 19 0.136 .95-.9 
1 1 
M17 n， m/7 n 
Ml71k， mh lk 
1 1 
Ml71， m171 
1 グ グ X岩手メンシユア1)-C 6 




















1 " xH. E. S. 4 1 
1 " " x岩手メンシユアローC 8 
" " xH. E. S. 4 
19 砦手メシシユアリーCx改良坊主愛6
20 中泉在来x" 8 
M 砦手メ.>'!/ユアりー CX 1/ 5 
22 xH. E. S. 4 " 
Ml， k， m/l k 37 H. s. nigrum x Nepal 
Ml5 k， mlr; k " H. E. S. 4 x " 
8 16 7 0.177 .95-.9 
20 38 18 0.105 .9ふ・3
M1s bl， ml.， bl 
第 Ml4k， m/4 k 
lMAI， mMl 
Ml7k， mh k 















23 H. E. S. 4 x砦手メシU ユアリーC16 
38 改良坊主麦xNepal 13 
24 "X岩手メンシユアリーC 9 
39 砦手メンνユアリ ....CxNepal 16 
26 岩手メンUユアリーCx改良坊主愛5













27 H. s. mgrum x Mars 15 
28 グ X岩手メンシユアリーC18 
" H. E. S. 4 x" 25 
30 改良坊主麦X グ 2 
31 砦手メ ~VユアりーCx改良坊主愛6
ググ xH.E. S. 4 12 
32 H. s. nig開明×改良坊主表 11 
" H. E. S. 4 X 1 6 




































































6 1.000 .7-.5 
ー、、.‘ー-. 
" " ×中泉在来
xH. E. S. 4 " " " グ グ×岩手メシシユアリーC 5 
34 中泉在来x改良坊主愛 9 
" か 岩手メ !.'yユアリーCx " 
15 36 . 19 0.514 .か".1的 br，的 Iw 35 凪 s・柑加埠加cl向
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